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察を行った。条件刺激としては500---1800% tone 又は消燈を用い，無条件刺激は 6---9%叉は50;""'10[) 五
(0.1 -1 msec , 3 --12 V )短形波電気刺激を海馬，屑桃核及びその隣接諸構造に与えた。毎日約50回の強
化を行い， 8 素子脳波計を用いて皮質，皮質下脳波を同時記録した。
〔成績〕
A) 低頻度 (6 --9 %)刺激による海馬性動員反応の条件付け。

















B) 高頻度 (50--100%) 刺激による辺縁系発作放電の条件付け。
海馬叉は眉桃核を50--100%で刺激すると，皮質，皮質下に広く同期的に出現する 3 --10%発作放電が
得られる。この際，動物は orienting reflex , restlessness (海馬刺激の場合) ，或は tonic stiffening , head 































A) 低頻度 (6-9 %)刺激による海馬性動員反応の条件付け
















B) 高頻度 (50"""100%) 刺激による辺縁系発作放電の条件付け
海馬叉は扇桃核を 50--100%で刺激すると，皮質皮質下に広く周期的に出現する 3 --10%発作放電が得
られる。此の際動防は orienting rèÍlex , restlessness (海馬刺激の場合) , 或は tonic stiffening , head 
turning , tic (肩桃核刺激の場合)等を示す。この様な無条件刺激に不関刺激である条件刺激を先行させると，
1 )数回乃至十数屈の強化により，条件刺激で広汎性誘発電位及び海馬覚醒型脳波が出現する様になる。











3 )高頻度刺激の場合，発作放電或は rage reaction の関値が下り，脳波的には条件刺激中に刺激部位か
ら拡がる単赫及び多林を得た。
このことはill縁系のもつ発作誘発能と関連があると考える。
4 )実験的神経症への移行が見られた。
以上の如く，辺縁系の低頻度刺激では，皮質問期波乃至睡眠紡錘波を，叉iF4頻度刺激では，発作放電の
E則自低下及び、刺激部位から拡がる東京を条件付けることが出来たことは極めて興味があり，意識活動に対す
る JJ.l縁系の役割を明らかにする上で，重要な寄与をなすものと考える。
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